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最
近
、
世
界
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

市
場
や
先
端
テ
ッ
ク
界
を
激
し
く

揺
る
が
し
て
い
る
不
穏
な
言
葉
が

あ
る
。

　
「
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ（
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
ｗ
ａ
ｒ

ｅ
ａ
ｓ
ａ
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
）

の
死
（
Ｄ
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｆ
Ｓ
ａ
ａ

Ｓ
）」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
だ
。

　

こ
れ
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
ク
ラ
ウ
ド
を
通
じ
て
定
型
的

な
業
務
ソ
フ
ト
を
月
額
課
金
で
利

用
で
き
る
「
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
」
は
、
デ

ジ
タ
ル
変
革
（
Ｄ
Ｘ
）
の
主
役
と

も
て
は
や
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

今
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
能
力
が
飛
躍
的
に
発
展
し
、
非

エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
て
も
自
然
言

語
（
普
通
の
話
し
言
葉
）
を
使

っ
て
、
自
社
の
課
題
に
合
わ
せ
た

高
度
な
シ
ス
テ
ム
を
自
作
で
き
る

時
代
が
到
来
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

「
既
存
の
あ
り
ふ
れ
た
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
を
た
だ
借
り
て
使
う
」
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
そ
の
も
の
の
付
加
価
値
が
、
根

底
か
ら
崩
壊
し
始
め
て
い
る
の
だ
。

　

こ
れ
は
、
従
来
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
で
あ
り
、
存

亡
の
危
機
を
意
味
す
る
。

　

だ
が
、
目
を
転
じ
て
、
我
が
国

の
、
と
り
わ
け
地
方
に
お
け
る
中

小
企
業
の
現
場
を
見
渡
し
た
時
、

現
実
に
は
Ａ
Ｉ
活
用
の
普
及
な
ど

全
く
進
ん
で
い
な
い
。
こ
の
圧
倒

的
な
ギ
ャ
ッ
プ
は
な
ぜ
生
ま
れ
る

の
か
。

　

原
因
は
明
白
で
あ
る
。
汎
用
的

な
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
、
個
々
の
企
業

の
泥
臭
い
現
場
の
課
題
に
適
合
さ

せ
る
「
作
り
込
み
」
が
全
く
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
担
う
エ
ン

ジ
ニ
ア
が
、
企
業
側
に
も
、
あ
る

い
は
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
ダ
ー
側
に
も
圧
倒

的
に
不
足
し
て
い
る
か
ら
だ
。

  

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業
の

  

役
割
の
根
本
的
な
変
化

　

単
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経

由
し
た
ク
ラ
ウ
ド
上
に
定
型
ア
プ

リ
を
置
き
、
そ
の
廉
価
さ
や
部
分

的
な
代
行
業
務
の
み
で
勝
負
す
る

新
興
の
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
会
社
に
、
も
は

や
将
来
は
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
は
、「
Ｆ
Ｄ
Ｅ
（
Ｆ
ｏ

ｒ
ｗ
ａ
ｒ
ｄ
Ｄ
ｅ
ｐ
ｌ
ｏ
ｙ
ｅ

ｄ
Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
（
現
場
実

装
型
エ
ン
ジ
ニ
ア
）」
と
呼
ば
れ

る
、
企
業
の
経
営
と
現
場
の
深
部

に
ま
で
入
り
込
み
、
Ａ
Ｉ
を
駆
使

し
て
「
そ
の
会
社
、
そ
の
地
域
独

自
の
付
加
価
値
」
を
生
み
出
す
仕

組
み
を
創
出
で
き
る
存
在
こ
そ
が

問
わ
れ
る
時
代
と
な
っ
た
の
だ
。

タ
ク
シ
ー
業
界
の
世
界
に
、
こ
の

構
造
を
当
て
は
め
て
み
れ
ば
、
未

来
の
勝
者
と
敗
者
の
輪
郭
が
は
っ

き
り
と
見
え
て
く
る
。

　

現
在
、
一
部
の
時
間
帯
の
配
車

業
務
の
み
を
ク
ラ
ウ
ド
で
外
注
・

代
行
し
、「
効
率
化
」
を
謳
う
新

興
ベ
ン
ダ
ー
の
モ
デ
ル
が
注
目
を

集
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は

「
流
し
営
業
」
や
都
市
型
の
需
要

に
特
化
し
た
部
分
最
適
に
過
ぎ
ず
、

地
方
の
タ
ク
シ
ー
会
社
が
真
に
苦

し
ん
で
い
る
労
務
管
理
と
事
務
処

理
、
そ
し
て
24
時
間
３
６
５
日
の

地
域
全
体
最
適
と
い
う
経
営
の
深

部
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
。

　

一
方
で
、
長
年
レ
ガ
シ
ー
と
揶

揄
さ
れ
な
が
ら
も
、
各
地
域
・
各

会
社
の
実
情
に
合
わ
せ
て
シ
ス
テ

ム
を
作
り
込
み
、
運
行
管
理
・
経

営
管
理
・
配
車
管
理
に
お
け
る
全

般
の
「
事
務
と
現
場
」
に
伴
走
し

て
き
た
、い
わ
ば
「
疑
似
Ｆ
Ｄ
Ｅ
」

的
な
ス
タ
ン
ス
を
貫
い
て
き
た
老

舗
ソ
フ
ト
ハ
ウ
ス
が
存
在
す
る
。

　

こ
の
Ａ
Ｉ
革
命
と
い
う
大
波
は
、

彼
ら
に
と
っ
て
こ
そ
、
最
大
の
追

い
風
と
な
る
は
ず
だ
。
な
ぜ
な
ら
、

彼
ら
に
は
新
興
ベ
ン
ダ
ー
が
逆
立

ち
し
て
も
持
つ
こ
と
が
出
来
な
い

「
40
年
分
の
泥
臭
い
経
営
デ
ー
タ

と
現
場
へ
の
深
い
理
解
」
と
い
う

最
大
の
武
器
が
あ
る
か
ら
だ
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
に
は
条
件
が
あ

る
。
ベ
ン
ダ
ー
側
が
単
な
る
「
言

わ
れ
た
通
り
の
仕
様
書
を
こ
な
す

ソ
フ
ト
屋
」
の
殻
を
破
り
、「
Ａ
Ｉ

活
用
に
よ
っ
て
タ
ク
シ
ー
業
界
と

タ
ク
シ
ー
会
社
の
付
加
価
値
・
収

益
性
の
向
上
に
責
任
を
持
つ
」
と

い
う
大
き
な
志
を
持
て
る
か
否
か
、

で
あ
る
。

　

受
託
の
リ
ス
ク
を
恐
れ
、
短
期

的
な
安
定
に
安
住
す
れ
ば
、
５
年

後
、
10
年
後
の
存
続
が
難
し
く
な

る
の
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ
。

  「
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
」の
衝
撃

　

経
営
学
者
で
あ
る
田
中
道
昭
氏

の
著
書
『
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
の
衝

撃
』
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、

Ａ
Ｉ
は
今
、
画
面
の
中
（
サ
イ
バ

ー
空
間
）
を
飛
び
出
し
、
現
実
の

物
理
世
界
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
）

を
自
ら
認
識
し
、
制
御
す
る
フ
ェ

ー
ズ
へ
と
突
入
し
て
い
る
。
そ
の

最
た
る
例
が
「
自
動
運
転
車
」
で

あ
る
。
自
動
運
転
車
と
は
、
単
な

る
移
動
手
段
で
は
な
く
、「
公
道

を
走
る
巨
大
な
ロ
ボ
ッ
ト
そ
の
も

の
」
だ
。

　

現
在
、
半
導
体
世
界
大
手
の
Ｎ

Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ
な
ど
は
、
ロ
ボ
ッ
ト

が
現
実
世
界
を
理
解
す
る
た
め
の

「
世
界
基
盤
モ
デ
ル（
Ｗ
Ｆ
Ｍ
：
Ｗ

ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
Ｆ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
ａ
ｔ
ｉ
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サイ
トへ
GO
！

タクシー専門求人サイト！

９:00 から 21:00 お問い合わせ受付中 ▶▶ 0120-84-8284

運転
の仕
事 .
 jp

80％以上が未経験者からの応募！ タクシー経験のない人にも分かりやすくサイトで紹介！
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ｏ
ｎ  

Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
）」
の
開
発
を

急
速
に
進
め
て
い
る
。

  

Ｉ
地
方
タ
ク
シ
ー
が
握
る
、

  

次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
社
会
の

  「
主
導
権
」

　

一
方
で
、
高
度
な
Ａ
Ｉ
や
半
導

体
が
あ
れ
ば
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
動
運

転
車
と
し
て
勝
手
に
街
を
走
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
決
定
的

な
重
み
を
持
つ
の
が
、「
現
実
の
物

理
世
界
に
お
け
る
、
極
め
て
解
像

度
の
高
い
生
デ
ー
タ
の
収
集
」
で

あ
る
。

　

ロ
ボ
ッ
ト（
自
動
運
転
車
）は
ど

う
や
っ
て
現
実
を
学
ぶ
の
か
。
そ

れ
は
、
一
見
ア
ナ
ロ
グ
で
カ
オ
ス

に
満
ち
た
、
地
方
の
道
路
、
天
候

の
変
化
、
人
の
動
き
、
そ
し
て
ベ

テ
ラ
ン
乗
務
員
の
卓
越
し
た
運
転

技
術
を
デ
ー
タ
と

し
て
吸
収
す
る
以

外
に
な
い
。
つ
ま

り
、タ
ク
シ
ー
業
界

の
今
と
将
来
は
、こ

の「
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ

Ｉ
」の
最
前
線
と
完

全
に
直
結
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、地
方
の
タ
ク

シ
ー
事
業
者
が
目

指
す
べ
き
「
真
の
知
能
化
」
の
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
が
見
え
て
く
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
化
に
よ
っ
て
配
車
・

労
務
・
経
理
に
至
る
す
べ
て
の
業

務
を
一
元
的
に
把
握
・
デ
ー
タ
化

し
、
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
（
全
体
状

況
を
一
目
で
把
握
す
る
た
め
の
機

能
お
よ
び
画
面
）
に
よ
っ
て
経
営

の
現
状
を
迅
速
に
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
。
こ
れ
こ
そ
が
、
未
来

の
ロ
ボ
ッ
ト
社
会
に
向
け
た
最
高

の
兵
站
（
＝
イ
ン
フ
ラ
）
作
り
と

な
る
。

　

例
え
ば
、
高
価
な
時
系
列
メ
ー

タ
ー
器
を
持
た
な
い
中
小
事
業
者

で
あ
っ
て
も
、
車
載
端
末
へ
の
簡

易
的
な
営
収
入
力
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
走

行
軌
跡
を
ク
ラ
ウ
ド
上
の
Ａ
Ｉ
で

突
合
さ
せ
れ
ば
、
大
手
事
業
者
並

み
の
「
仮
想
・
自
動
日
報
」
や
「
需

要
予
測
」
が
一
瞬
で
生
成
で
き
る
。

　

月
間
売
上
１
０
０
万
円
を
叩
き

出
す
エ
ー
ス
乗
務
員
の
「
暗
黙
知

（
ヒ
ッ
ト
率
の
高
い
走
行
経
路
）」

を
デ
ー
タ
と
し
て
解
剖
し
、
そ
れ

を
安
全
な
労
働
時
間
の
範
囲
内
で

全
乗
務
員
が
再
現
で
き
る
よ
う
な

「
安
全
と
営
収
の
Ａ
Ｉ
ス
コ
ア
リ

ン
グ
」
の
実
装
も
可
能
だ
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
単
な

る
目
先
の
人
手
不
足
や
労
務
監
査

対
策
で
は
な
い
。
向
こ
う
10
年
の

間
に
地
方
に
も
確
実
に
押
し
寄
せ

る
自
動
運
転
時
代
に
対
す
る
、
中

小
事
業
者
の
唯
一
に
し
て
最
強
の

防
衛
策
で
あ
る
。

　

今
の
う
ち
に
人
間
が
運
転
す
る

タ
ク
シ
ー
車
両
群
を
ク
ラ
ウ
ド
と

Ａ
Ｉ
で
最
適
化
す
る
「
地
域
の
移

動
Ｏ
Ｓ
（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）」

を
自
社
、
あ
る
い
は
地
域
連
合
の

手
で
握
っ
て
お
く
こ
と
。
そ
れ
こ

そ
が
、将
来
に
自
動

運
転
車
と
い
う「
フ

ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
の

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
」が

市
場
に
出
回
っ
た

瞬
間
、外
部
の
巨
大

資
本
に
支
配
さ
れ

る
こ
と
な
く
、そ
の

地
域
の「
運
行
管
理

権
」を
死
守
す
る
た

め
の
唯
一
の
鍵
と

な
る
。

　
「
答
え
」
は
最
初
か
ら
用
意
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し

か
し
、
レ
ガ
シ
ー
な
事
務
シ
ス
テ

ム
と
配
車
シ
ス
テ
ム
を
共
に
持

つ
老
舗
ベ
ン
ダ
ー
の
技
術
（
エ
ン

ジ
ン
）
と
、
地
方
事
業
者
の
現
場
、

そ
し
て
Ａ
Ｉ
と
い
う
「
知
能
」
を
、

経
営
者
が
強
い
意
志
で
繋
ぎ
合

わ
せ
、
試
行
錯
誤
を
始
め
る
こ
と

は
出
来
る
。

　

今
、
私
自
身
の
言
動
が
、
激
変

期
を
迎
え
る
業
界
や
、
過
渡
期
に

あ
る
組
織
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
べ
き
か
、
深
く
自

省
を
繰
り
返
す
日
々
で
あ
る
。
組

織
の
変
革
に
は
高
い
敷
居
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
難
し
い
局
面
が
あ
る

こ
と
も
痛
感
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
ま
ま
立
ち
止
ま
っ
て
い
れ
ば
、

我
々
が
愛
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

未
来
も
、地
域
交
通
の
未
来
も
、静

か
に
沈
み
込
ん
で
い
っ
て
し
ま
う
。

そ
れ
は
私
の
本
意
で
は
な
い
。

　
「
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
の
死
」が
告
げ
る
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
民
主
化
を
、
地
方

交
通
の
、
そ
し
て
老
舗
ベ
ン
ダ
ー

の
「
大
逆
転
の
狼
煙
（
の
ろ
し
）」

に
変
え
る
。
そ
の
覚
悟
を
持
っ
た

優
秀
な
Ｆ
Ｄ
Ｅ
た
ち
が
、
次
世
代

の
「
ス
ー
パ
ー
タ
ク
シ
ー
シ
ス
テ

ム
」
を
担
っ
て
立
ち
上
が
る
こ
と

を
、
私
は
信
じ
て
や
ま
な
い
。

（
２
０
２
６
年
５
月
24
日
記
）

tuzi
長方形


